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青森駅前でのスタンディング

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認八戸市との懇談に参加した皆さん

雨の中での八戸行動

11/15　80人が集まった弘前集会

　

今
の
日
本
っ
て
な
に
？
と
、

思
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
大

阪
の
知
事
市
長
ダ
ブ
ル
選
挙
の

結
果
も
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い

か
。
投
票
行
動
か
ら
見
る
と
安

保
法
制
を
決
め
た
同
じ
党
派
の

候
補
者
に
与
し
な
い
と
し
た
人

も
数
多
く
い
た
の
で
は
な
い

か
。
オ
ー
ル
沖
縄
の
よ
う
な
成

熟
（
と
見
え
る
）
し
た
超
党
派

の
民
主
主
義
を
第
一
義
と
し
た

協
同
の
取
組
み
は
一
朝
一
夕

で
、
結
果
が
出
る
も
の
で
は
な

い
と
思
う
。
数
年
前
か
ら
異
業

種
交
流
な
ら
ぬ
他
団
体
と
の
懇

談
を
少
し
ば
か
り
経
験
し
た
身

か
ら
言
わ
せ
て
貰
え
ば
、
殆
ど

の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は

今
の
社
会
を
憂
え
て
い
る
声

だ
。
た
だ
、
残
念
な
の
は
そ
こ

か
ら
一
歩
足
を
踏
み
出
そ
う
と

い
う
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
今
、

シ
ー
ル
ズ
を
始
め
と
し
た
、
思

い
を
発
信
す
る
新
た
な
人
た
ち

が
い
る
。
今
後
さ
ら
に
増
え
そ

う
だ
。

　

こ
の
前
、
社
会
人
と
し
て
中

堅
ど
こ
ろ
に
い
る
人
達
と
話
を

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
自
分
は

も
う
じ
き
職
場
を
去
る
が
、
富

の
再
配
分
と
い
う
使
命
感
と
職

場
に
民
主
主
義
を
確
立
し
た
い

と
い
う
思
い
で
生
き
て
き
た
と

話
す
と
、
そ
う
い
っ
た
意
義
が

薄
れ
て
い
く
一
方
で
、
組
合
の

存
在
に
よ
り
ま
だ
踏
み
と
ど
ま

っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
と
の
思

い
で
一
致
。
格
差
・
貧
困
・
差

別
解
消
を
！
の
思
い
で
、
非
暴

力
多
数
派
形
成
に
垣
根
は
な
い

と
の
意
を
新
た
に
し
た
。（

立
）

戦争法廃止
　安倍内閣退陣！

自
治
体
を
圧
迫
す
る

社
会
保
障
制
度
改
悪

　

戦
争
法
が
自
公
政

権
に
よ
っ
て
強
行
採

決
さ
れ
た
９
月
19
日

を
忘
れ
ず
、
「
19
日

戦争法廃止
2000万署名で

加
で
集
会
を
開
催
、
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

　

「
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
は
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め

る
「
二
千
万
署
名
」
を
展
開
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
運
動
に
29
団
体
が
賛
同
、
来

年
の
５
月
３
日
ま
で
に
２
千
万

署
名
達
成
を
目
指
し
て
運
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
全
労
連
は
組

合
員
一
人
10
筆
、
全
国
民
医
連

は
300
万
人
、
全
商
連
は
200
万

人
、
新
婦
人
は
100
万
人
を
目
標

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
県
労
連
は
当
面
、
一
人
５

筆
を
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
青
森
市
は
、

県
９
条
の
会
や
憲
法
ネ
ッ
ト
な

ど
の
13
団
体
に
よ
る
「
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
青
森
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
結
成
、
八
戸
市
は
、

「
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
三
八

連
絡
会
」
を
結
成
、
二
千
万
署

名
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
弘
前
市
は
、
41
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
戦
争
法
廃

止
弘
前
集
会
実
行
委
員
会
」
を

中
心
に
署
名
活
動
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
県
社
保
協
、
事
務
局
・
民
医

連
）
は
、
11
月
２
日
〜
19
日
に

か
け
、
社
会
保
障
に
か
か
わ
る

「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
17
年
度
か
ら
消
費

税
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
一

方
、
16
年
度
の
社
会
保
障
関
係

予
算
を
５
千
億
円
増
に
抑
制
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
医
療
、

介
護
、
年
金
、
生
活
保
護
な
ど

社
会
保
障
の
全
面
改
悪
で
あ

り
、
貧
困
と
格
差
を
い
っ
そ
う

拡
大
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
政

府
の
社
会
保
障
関
連
予
算
の
削

減
・
抑
制
が
少
子
高
齢
化
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
自
治
体
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
困
難
な
中
で
も

各
自
治
体
が
住
民
要
求
に
応
え

た
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
①
子
ど
も
の
医
療
費
の

無
料
化
は
、
青
森
市
が
今
年
か

ら
中
学
生
ま
で
現
物
給
付
に
し

た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生
ま
で

対
象
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体

行
動
」
と
し
て
毎
月
19
日
に
戦

争
法
廃
止
の
活
動
が
全
国
各
地

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

行
動
は
、
「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
を
壊
す
な
！
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
が
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

　

11
月
19
日
、
国
会
前
に
９
千

人
が
結
集
、
「
戦
争
法
廃
止
・

安
倍
政
権
退
陣
」
の
声
を
上
げ

ま
し
た
。
県
内
は
、
青
森
市
駅

前
公
園
で
県
９
条
の
会
や
憲
法

ネ
ッ
ト
な
ど
50
余
名
で
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
底
冷
え
す

る
中
、
「
戦
争
法
今
す
ぐ
廃

止
！
」
「
ア
ベ
は
や
め
ろ
！
」

「
９
条
を
守
れ
！
」
な
ど
を
コ

ー
ル
、
市
民
に
訴
え
て
い
ま
し

た
。
八
戸
市
の
繁
華
街
で
は
医

療
生
協
や
三
八
地
労
連
な
ど
か

ら
34
名
が
参
加
、
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
、
６
名
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
の
あ
と
「
戦
争
法
は
た

だ
ち
に
廃
止
、
戦
争
反
対
９
条

を
守
れ
」
の
力
強
い
コ
ー
ル
で

締
め
ま
し
た
。
弘
前
市
で
は
駅

前
の
り
ん
ご
広
場
で
80
名
の
参

の
増
加
（
現
在
4
自
治
体
で
実

施
）
②
国
保
税
滞
納
者
の
短
期

保
険
証
・
資
格
証
明
書
発
行
の

抑
制
③
介
護
保

険
の
自
治
体
独

自
の
保
険
料
減

免
制
度
④
国
保

会
計
を
維
持
す

る
た
め
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
⑤
が
ん

検
診
・
歯
周
疾

患
健
診
と
40
歳

未
満
の
一
般
健

康
診
査
の
無
料

化
等
々
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
報
告
集

が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
保
法
制=

戦
争
法
が
強
行
成
立
し
て
２
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
運
動
は
燎
原

の
火
の
ご
と
く
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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せ
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友
人
が
結
婚
式

を
挙
げ
る
よ
う
で
招
待
状
が
届

き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
の

結
婚
式
出
席
な
の
で
、
ス
ー
ツ

は
何
を
着
よ
う
か
と
か
、
ネ
ク

タ
イ
は
何
に
し
よ
う
か
な
ど
楽

し
み
な
が
ら
悩
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
、
主
役
の
二
人
よ
り
目
立

た
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
く

ち
ゃ
。
（
佐
々
木
貴
哉
・
全
労

働
）

モ
ヤ
ヒ
ル
ズ
で

行
わ
れ
た
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
（
ラ

ン
3.5
㎞
、
自
転
車
10
㎞
、
ラ
ン

3.5
㎞
）
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

考
え
て
い
た
以
上
に
き
つ
か
っ

た
で
す
。
健
康
維
持
も
た
い
へ

ん
で
す
ね
。
（
小
田
桐
浩
・
五

所
川
原
市
職
労
）

菊
の
花
が
も
う
す
ぐ

食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。
強
風
に

も
負
け
な
い
で
、
た
っ
た
10
本

ほ
ど
で
す
が
、
私
の
楽
し
み
！

黄
色
い
食
用
菊
は
秋
の
も
の
！

（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

先
日
�
体
力
測
定

を
受
け
た
ら
、
63
歳
の
私
の
体

介
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
労
連
か

ら
は
、
八
戸
市
営
バ
ス
労
組
の

結
成
に
至
る
経
過
と
組
合
結
成

後
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
医
労

連
・
健
生
労
組
か
ら
は
、
幹
部

育
成
の
一
環
と
し
て
「
勤
労
者

通
信
大
学
」
の
集
団
受
講
・
集

団
学
習
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
高
教
組
か
ら

は
、
臨
時
教
員
を
対
象
と
し
た

教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
「
虎

の
穴
」
で
の
組
合
加
入
の
取
り

組
み
や
分
会
を
訪
問
し
て
の
組

合
員
拡
大
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
急
増
し
て
い
る

非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
取
り

組
み
と
し
て
は
、
県
国
公
・
全

労
働
か
ら
は
、
職
場
の
過
半
数

を
占
め
る
「
非
常
勤
職
員
」
の

全
労
働
へ
の
組
織
化
の
取
り
組

み
、
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

は
、
労
働
相
談
か
ら
組
合
加
入

と
な
り
要
求
課
題
解
決
ま
で
の

取
り
組
み
経
験
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
各
組
織
と
も
、
そ

　

県
労
連
は
、
11
月
７
日
に

青
森
県
教
育
会
館
に
お
い
て

「
２
０
１
５
年
組
織
拡
大
強
化

交
流
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
10
組
合
、
４

地
方
組
織
か
ら
25
名
の
組
合
員

が
参
加
し
、
６
組
織
の
活
動
報

告
を
受
け
、
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
弘
大
職
組
か
ら

は
、
①
労
務
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

場
合
は
、
加
入
で
き
な
い
ル
ー

ル
、
②
団
体
交
渉
議
事
録
の
徹

底
（
労
使
協
定
）、
③
仕
事
の

や
り
方
の
労
使
協
議
制
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
組
合
加
入
に
よ

り
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
前
面

に
押
し
出
し
た
取
り
組
み
が
紹

力
測
定
は
55
歳
と
の
こ
と
。
ち

ょ
っ
ぴ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
秋
谷
美
智
子
・
年
金
者
組

合
）

息
子
が

「
お
ら
ど
の
時
、
年
金
も
ら
え

る
だ
べ
が
」
と
。
毎
月
給
料
か

ら
引
か
れ
て
い
て
も
不
安
だ
そ

う
で
す
。
不
安
を
取
り
除
く
た

め
に
は
署
名
等
で
頑
張
ろ
う

（
相
内
一
夫
・
年
金
者
組
合
）

シ
ル
バ
�
ウ
�
�
ク

が
終
わ
っ
た
後
、
家
族
と
一
緒

に
広
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
の
対
岸
で
行
わ
れ

た
川
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き

に
行
き
ま
し
た
。
反
戦
歌
を
い

っ
ぱ
い
歌
っ
て
き
ま
し
た
。 

（
中
村
龍
平
・
建
交
労
）

岩
木
山
も
白
く
な
り

寒
さ
が
身
に
し
み
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
の
犬

の
散
歩
の
時
間
も
短
く
な
っ
て

き
ま
し
た
（
田
名
部
泰
夫
・
全

労
働
）

11
月
に
入
り
�

毎
日
天
気
予
報
が
気
に
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
自
転
車
で
行

動
で
き
る
の
か
な
あ
・
・
。 

（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　

11
月
27
日
、
全
労
連
公
務
部

会
事
務
局
次
長
の
笠
松
鉄
兵
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
青
森
県
公

務
共
闘
の
学
習
会
「
あ
ぶ
な
い

地
方
創
生
―
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
か
ら
の
警
告
―
」
が
青
森

市
内
で
開
催
さ
れ
、
約
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
笠
松
さ
ん

は
、
安
倍
政
権
が
目
指
す
方
向

は
、
「
戦
争
す
る
国
」
と
「
世

界
で
一
番
企
業
が
活
動
し
や
す

い
国
」
の
二
つ
の
国
造
り
で
あ

り
、
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ

の
カ
ギ
は
、
良
識(

社
会
的
正

義)

と
数
の
力
（
国
民
共
同
と

労
働
組
合
の
組
織
的
力
量
）
と

指
摘
し
ま
し
た
。
安
部
政
権
が

す
す
め
る
「
地
方
創
生
」
の
先

に
は
「
道
州
制
」
が
あ
り
、
全

国
を
10
程
度
の
道
州
と
３
０
０

程
度
の
基
礎
自
治
体
に
再
編

し
、
「
外
交
」
「
防
衛
」
「
国

家
の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
項
」

な
ど
は
国
の
専
権
事
項
と
し

て
、
地
方
自
治
体
の
関
与
を
排

除
す
る
こ
と
。
公
務
職
場
で
は

地
域
間
格
差
が
拡
大

し
、
さ
ら
な
る
民
間

委
託
や
民
営
化
を
招

く
と
批
判
し
ま
し

た
。

　

憲
法
に
も
と
づ
く

国
と
自
治
体
の
役
割

発
揮
の
た
め
に
は
、

対
話
に
裏
付
け
さ
れ

た
公
務
職
場
か
ら
の

提
案
の
発
信
を
呼
び

掛
け
、
講
演
を
締
め

括
り
ま
し
た
。

報告する弘大職組の小磯委員長

講演する全労連公務部会事務局次長の笠松さん

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
301
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
サ
ン
タ
さ
ん
の
入
口

④
夜
が
い
ち
ば
ん
長
い
日

⑥
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
は
…
…
鳥

の
料
理

⑧
こ
の
一
年
間
を
…
…
す
る

⑩
12
月
22
日
に
食
べ
ま
す

⑫
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て

⑭
…
…
を
言
っ
た
ら
き
り
が
な

い
⑮
高
知
県
の
…
…
犬

⑯
香
辛
料
の
一
つ
で
す

⑱
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
な

ど
⑳
室
戸
…
…
。
…
…
の
灯
台

㉒
ウ
ス
を
用
い
て
正
月
準
備

㉔
故
人
の
未
発
表
作
品

㉕
男
性
の
中
音
域
の
声

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
氷
川
き
よ
し
や
藤
あ
や
子

は
…
…
歌
手

②
大
み
そ
か
の
夜
の
行
事

③
…
…
一
升
に
金
一
升

④
ア
カ
や
シ
オ
カ
ラ
や
ム
ギ

ワ
ラ
が
い
ま
す

⑤
鉄
を
吸
い
つ
け
ま
す

⑦
布
や
手
で
目
を
お
お
い
ま

す
。
…
…
鬼
ご
っ
こ
遊

び
⑨
い
ん
ち
き
。
に
せ
も
の

⑪
国
勢
…
…
。
世
論
…
…
。

⑬
話
が
…
…
へ
そ
れ
る

⑮
サ
ン
タ
さ
ん
の
ソ
リ
を
引

く
⑰
一
話
完
結
の
…
…
小
説

⑲
…
…
ず
し
。
…
…
並
べ

㉑
寒
い
日
は
…
…
が
低
い

㉓
ま
ゆ
…
…
も
の
の
話

第
299
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

田
名
部
泰
夫
（
全
労
働
）
秋

谷
美
智
子
（
年
金
者
組
合
）

小
田
桐
浩
（
五
所
川
原
市
職

労
）
柳
谷
洋
樹
（
民
医
労
）

木
村
裕
子
（
県
教
組
）

●
県
労
連
第
32
回
評
議
員
会

と
き　

12
月
12
日
（
土
）

　
　
　

14
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

県
教
育
会
館
２
階

議
案　

①
16
春
闘
方
針
案
等

　
　
　

②
特
別
幹
事
の
選
任

　
　
　

③
そ
の
他

組
織
拡
大
で
要
求
実
現
を

ー
組
織
拡
大
強
化
交
流
集
会
ー

良
識
と
数
の
力
で

暴
走
ス
ト
ッ
プ
！

●
県
労
連
・
東
青
労
連

　

16
年
旗
び
ら
き

と
き　

１
月
８
日
（
金
）

　
　
　

18
時

と
こ
ろ　

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス

会
費　
　

4
千
円

内
容　

余
興

　
　
　

ギ
タ
ー
演
奏

　
　
　

ス
コ
ッ
プ
三
味
線

　
　
　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
組
織
拡
大
・
強
化
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
進
ん
だ

経
験
は
各
組
織

で
取
り
入
れ
、

各
組
織
が
純
増

で
次
期
大
会
を

迎
え
る
決
意
を

固
め
あ
い
、
集

会
終
了
後
は
、

別
会
場
で
開
催

し
て
い
た
「
わ

く
わ
く
講
座
」

の
参
加
者
を
含

め
て
の
懇
親
会

と
な
り
ま
し

た
。


